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 当金庫ではこのたび（財）安城都市農業振興協会の協力のもと、平成 19 年度の安城産業文化公

園「デンパーク」の経済効果について分析しました。 

 

１．平成 19 年度の経済効果 

安城産業文化公園「デンパーク」の平成 19 年度（年間入園者数 50 万 48 人）における経済効

果は、直接需要約 23 億円、経済波及効果約 37.4 億円（直接需要の約 1.6 倍）と試算されまし

た。 

（単位：千円）

（生産誘発額） 構成比

財団売上 入園料、市民農園、メルヘン号等 218,957 349,204 9.3%

テナント売上 マーケット、施設内飲食店等での支出 374,886 601,362 16.1%

道の駅売上 花・苗、食料品、産直部会等 162,435 275,067 7.4%

756,278 1,225,633 32.8%

交通費 車、電車、バス、タクシー代等 433,404 884,358 23.6%

飲食持込支出 施設内持込の弁当等 37,504 57,091 1.5%

安城市内他施設
への立ち寄り

堀内公園、丈山苑、市内ショッピング
センター、市内商店街での買物等

80,300 127,871 3.4%

安城市外他施設
への立ち寄り

ハイウェイオアシス刈谷、ラグーナ蒲
郡等の市外施設での消費等

60,700 104,220 2.8%

宿泊者需要 ホテル、旅館等の宿泊費、飲食代等 177,576 228,431 6.1%

789,484 1,401,971 37.5%

人件費、委託費、印刷費、広告費等 757,047 1,113,185 29.8%

－ 2,302,809 3,740,789 100.0%

経済波及効果
直接需要

　　　　　　　　　　　　　　　【「デンパーク」の経済効果試算（平成19年度）】

項　目 内　容

財団支出・運営費

合　計

デンパーク
施設売上

利用者の
関連需要

 
 

＜データの算出方法・出所＞ 

・試算にあたっては、愛知県統計協会「平成 12 年あいちの産業連関表（103 部門）」（平成 17 年 2

月 22 日公表）を利用。 

・デンパーク施設売上高については、（財）安城都市農業振興協会の 19 年度資料をもとに分析。 

・利用者の関連需要については、「デンパーク利用客に対するアンケート調査（平成 18 年 10～11 月）」

の調査結果を利用。 

・財団支出・運営費は、（財）安城都市農業振興協会「19 年度決算報告書」をもとに分析。 

 

平成 19 年度 安城産業文化公園「デンパーク」の経済効果 

～総合波及効果は約 37.4 億円～ 
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２．平成 17 年度、平成 19 年度の 2カ年比較 

前回平成 17 年度調査と平成 19 年度調査を比較すると、平成 19 年度は、直接需要全体で

8.8％の増加、経済波及効果全体で 8.5％の増加となりました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　【「デンパーク」の経済効果試算（2カ年比較）】 （単位：千円）

平成17年度 平成19年度 増加率 平成17年度平成19年度 増加率

財団売上 184,813 218,957 18.5% 294,778 349,204 18.5%

テナント売上 386,194 374,886 -2.9% 621,342 601,362 -3.2%

道の駅売上 163,901 162,435 -0.9% 277,582 275,067 -0.9%

734,908 756,278 2.9% 1,193,702 1,225,633 2.7%

交通費 371,008 433,404 16.8% 757,039 884,358 16.8%

飲食持込支出 32,104 37,504 16.8% 48,871 57,091 16.8%

安城市内他施設
への立ち寄り

68,739 80,300 16.8% 109,461 127,871 16.8%

安城市外他施設
への立ち寄り

51,961 60,700 16.8% 82,922 104,220 25.7%

宿泊者需要 152,010 177,576 16.8% 195,543 228,431 16.8%

675,822 789,484 16.8% 1,193,836 1,401,971 17.4%

705,606 757,047 7.3% 1,060,290 1,113,185 5.0%

2,116,336 2,302,809 8.8% 3,447,828 3,740,789 8.5%合　計

直接需要
項　目

経済波及効果（生産誘発額）

デンパーク
施設売上

利用者の
関連需要

財団支出・運営費

 

 

   平成 19 年度は開園 10 周年記念イベントや教育展の実施、県内外へのＰＲ活動等の成果に

より、入場者数が平成 17 年度 42 万 8,057 人から平成 19 年度 50 万 48 人へと 7 万 1,991 人

(16.8％)増加したことが大きく寄与したと考えられます。 

 

＜参考 平成 19 年度デンパークの主な取り組み＞ 

イベント 
・四季を通じた開園 10 周年記念イベントの開催 

・デンパークサンクス・フェスタの開催（年度末） 等 

サービス 
・ハスまつりの「早朝開園」 

・中秋の宴の「夜間開園」 等 

展示 
・木工展 ・ボタニカルアート展（植物画） 

・桜井凧展 等 

施設 

・花の大温室フローラルプレイス内に世界最大級の 

オルゴール「ポールラッシュ」の設置 

・メルヘン号のエンジンを使用済みてんぷら油を精製 

した燃料で走るバイオディーゼルエンジンに変更 等 

リニューアル 
・子供広場に遊具を増設 

・新たに「のりもの広場」をオープン 等 
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〔産業連関表とは〕 

 産業連関表とは、ある一定地域における 1 年間の経済活動について、その財貨・サービスの

取引関係をマトリックスとしてまとめ、経済循環を明らかにしたものです。 

  経済の循環を明らかにした産業連関表は、経済構造の総合的な把握・分析のほか、投入係数

や逆行列係数等の各種の係数を使って、公共投資等の施策が各産業にどのような波及効果をも

たらすかを測定する資料として、広く応用されることを目的としています。 

 

〔用語解説〕 

直接効果 
経済波及の基になる効果のことで、消費、投資等によって需要

に変化が生じるときの最初の効果を表します。 

一次間接波及効果 
経済波及効果により生じる中間需要（原材料・サービスの需要）

によって起こる波及効果のことです。 

二次間接波及効果 

直接効果と一次間接波及効果による生産誘発で生じた雇用者所

得が消費に転換されることにより、新たな生産を誘発する効果

を指します。 

経済波及効果 
直接効果、一次間接波及効果、二次間接波及効果を合計したも

のです。 

 

以 上 


